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赤外線カメラとAIアルゴリズムを用いた最新呼吸同期システム

この度、当院ではフィリップス社の「3.0T MRI装置Ingenia Elition 3.0T」を導入

しました。本装置は新設計傾斜磁場システムVega Gradientにより、業界最大値のス

ペックを実現した最新フラグシップモデルです。

○特徴

①Confidence（確信）：確信がもてる画像診断

新設計システムにより、画像のムラや歪み、装置にかかる負担を

軽減することで、以前の装置では識別困難であった微小な病変や

組織の構造を認識できるようになりました。

②Speed（速さ）：さらなる高速化が可能に

次世代高速撮像技術と撮像自動アシスト機能により、

全身領域において検査時間の大幅な短縮が可能になりました。

③Comfort（快適）：検査ストレスからの解放

柔らかく厚みのある低反発マットレスや静音化技術、自動アナウンス等により

患者さんが感じる不安や苦痛といった検査中のストレスを低減し、

以前よりも快適な検査環境を提供することが可能となりました。

最新鋭の装置を最大限に活かし急性期病院として地域医療に貢献し、臨床価値の高い

画像の提供に努めてまいります。
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最新設計Vega Gradient

快適性が大幅に向上した新設計寝台マットレス


